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市民及び事業者の皆さんには、ごみ減量
についてご理解とご協力をいただきありが
とうございます。

平成30年度のごみ量は右表のとおりとな
りました。総ごみ量については増加したも
のの、家庭ごみの排出量は前年度に引き続
き減量となりました。

市民の皆さんにごみ減量の意識が定着し
てきたことがこの結果となっています。引
き続きごみ減量へのご協力をお願いします。

１．生ごみは捨てる前にひと絞り
不用になったCDを利用
してひと絞りすると約
10％減量します。　

２．小さな紙も分別して雑古紙の収集に
ごみ箱の近くに袋など
を置いて、その場で分
別しましょう。

３．食品ロスをなくそう

買い物前に在庫確認。食べ切れる量だけ調理しましょう。

平成３０年度
昭島市のごみ量を
お知らせします

スマートフォンなどで、手軽にごみの分別方法や
収集日を確認できます。収集日のお知らせなど便利
な機能が満載です！

ios 端末

ごみ分別アプリ配信中！

※ アプリの利用は無料ですが、通信費は利用者負担です。

Android 端末

昭島市ごみ分別アプリ 検 索

（単位：トン）

30年度 対前年度比 29年度

家
庭
ご
み
（
収
集
量
）

可燃物 15,782.6 ▲ 62.8 15,845.4 
不燃物 1,303.9 79.0 1,224.9 
プラスチック 1,747.1 ▲ 2.2 1,749.3 
資源物 1,612.3 ▲ 2.4 1,614.7 
古紙 2,891.2 ▲ 94.8 2,986.0 
有害物 33.3 1.5 31.8 
粗大 285.2 18.4 266.8 
古着・古布 15.8 12.1 3.7 
廃小型電子機器 0.8 0.3 0.5 
白色トレー 0.4 0.0 0.4 
小計 23,672.6 ▲ 51.0 23,723.6 
家庭ごみ

1人1日当たり排出量（ｇ） 572.5 ▲ 2.6 575.1 

事
業
系
ご
み
（
持
込
量
）

可燃物 5,249.0 537.2 4,711.8 
不燃物 58.0 3.4 54.6 
プラスチック 5.2 ▲ 1.0 6.2 
資源物 0.7 0.0 0.7 
古紙 56.6 6.6 50.0 
有害物 8.9 ▲ 0.6 9.5 
粗大 787.2 27.3 759.9 
古着・古布 31.5 7.2 24.3 
小計 6,197.1 580.2 5,616.9 

合計（総ごみ量） 29,869.7 529.2 29,340.5 

ちょっとひと手間でごみ減量

日本の食品ロスは
毎年600万トン以上作りすぎて

食べ残し

野菜などの
皮の厚むき

買いすぎて
手つかずのまま



ドギーバッグとは、外食した時に食べ残した料理を持ち帰るための袋や容器のことをいいます。日本
の食品ロス量は、年間600万トンを超えています。食べ残しをドギーバッグに詰めて持ち帰ることで、大切
な食べ物を無駄にせず食べ切ることができます。料理を持ち帰る時はお店に一声かけて、衛生面に十分注意
をして自己責任で食べ切りましょう。

マイボトル　国内のペットボトルの使用量は年々増加して
いて、平成28年度は１人あたり年間180本以上使用していると推
計されています。プラスチックごみが地球規模での問題となり、現
在、国内でも、廃プラスチックが処理しきれていない状況下にあり
ます。水分補給のためついつい購入してしまうペットボトル飲料
ですが、ごみ減量のためにもマイボトルを習慣にしませんか？　

ドギーバッグとマイボトルを同時に活用してごみ減量！

清掃センター精密機能検査結果 清掃センター周辺で
「ダイオキシン類等土壌調査」を実施しました

清掃センターでは、今後の焼却施設の使用につ
いて確認するため、平成 30 年度に精密機能検査を
実施しました。その結果については以下のとおり
です。

清掃センターの焼却施設は、ごみ排出量の減少に
伴い、現在は、２炉ある焼却炉を同時運転することな
く、概ね３か月ごとの交互で運営できるようになってお
り、処理能力に十分余裕がある安定した運転がなされ
ている。
一方、経年等により、設備の一部に錆や塗膜劣化
等が生じている状況も確認されている。
今後については、適切な修繕を施すことで引き続き

の稼働は十分可能と考える。

この結果を受け、市では、引き続き各機器類の
更新や定期的な点検整備、適時の補修など、環境
に配慮した万全な修繕を行いながら、清掃センター
の運営を継続していきます。

平成 30 年度に、清掃センター周辺でダイオキシ
ン類等土壌調査を実施しました。この調査は概ね
５年毎に清掃センター南側斜面など周辺 10 地点で
実施し、今回の結果の概要、評価は次のとおりです。

【調査結果（概要）】
◆ダイオキシン類濃度
１０地点のうち	 最高値：１７０ pg-TEQ/g
	 最低値：  ５０ pg-TEQ/g
	 平均値：  ９３ pg-TEQ/g

【評価】
・10地点すべての調査地点のダイオキシン類濃度が、
前回に引き続き環境基準（注１）を満たし、調査指標値（注2）

を下回っている。
（注１）環境基準：1,000 pg-TEQ/g以内
　※�人の健康を保護する上で維持することが望ましい
基準

（注２）調査指標値：250 pg-TEQ/g
　※�環境基準が達成されている場合でも、必要な調査
を実施することとしている指標値

・前回調査時から新たな負荷は認められない。
 （現在の清掃センターからの影響は認められない。）
・今回のような調査を、今後も継続して実施されることが
望まれる。

今後も清掃センターでは、ダイオキシン類対策
をはじめとする環境保全の取り組みに万全を期し、
環境負荷の一層の低減を図っていきます。

精密機能検査・ダイオキシン類等土壌調査について詳しくは、清掃センター（042-541-1342）へお問い合わせください。

小さく折りたたんで持ち運べる物もあります。



市内で回収された「プラスチック」にリチウムイオン電池
が混入していたため、処理施設で発火事故が発生しました。
火災事故防止のため、適切な廃棄にご協力をお願いします。

この電極の部分を
ビニールテープ等
で保護してくださ
い

このように電極部
分がすべて隠れる
ように貼りつけて
ください

絶縁することで、電気が漏れなくなり感電を防げます。

絶縁のしかた

リチウムイオン電池など充電式電池の廃棄について

【リサイクル協力店】
ケーズデンキ昭島店（つつじが丘2-8-20）
コジマ ×ビックカメラ
　イオン昭島ショッピングセンター店（宮沢町500-1）
ヤマダ電機テックランド昭島店（松原町2-14-6）
コイデカメラ昭島モリタウン店（田中町562-1）
イトーヨーカ堂昭島店（田中町562-1）

発火したリチウムイオン電池⇒

リチウムイオン電池のマーク

← この３つのマーク
のものが対象です

　有害ごみで出す場
合は左のマークがつ
いていない充電式
電池も出せます。

リチウムイオン電池とは、携帯電話、デジタルカメラ、ノートパソコンなど、充電式（コードレス）で使用で
きるほぼすべての小型家電で使用されています。小型でありながら、容量が大きく寿命が長いため、デジタル家
電や生活家電に幅広く使われています。しかし、強い衝撃が加わり破損すると発火する可能性がありますので、
取り扱いには注意が必要です。

【リチウムイオン電池の廃棄方法】
電子機器から取り外せる場合と取り外せない場合があり、それぞれ廃棄方法が異なります。

☆電子機器から取り外せる場合
下記の方法で絶縁をしてから、透明または半透明の袋に入れて「有害ごみ」として出すか、下記の「リサイ

クル協力店」にお持ちください。
☆電子機器から取り外せない場合

充電式電池が内蔵されていて取り外せない電気シェーバー、電動歯ブラシ、電子たばこなどは、機器ごと
「不燃ごみ」として出してください。「プラスチック」や「資源」には決して入れないでください。

危険
です！！　リチウムイオン電池による発火事故が発生しました！！



個人情報が記載されているため「雑古紙」として収集に出しづらい使用済みはがき等を拠点
回収しています。下記の回収ボックス設置施設にお持ちください。

４月から回収を開始し、８月末までに約300kg（はがき約75,000枚分）を回収しました。

回収できる物
　使用済みのはがき及び封筒

回収ボックス設置施設（７か所）
　市役所・環境コミュニケーションセンター
　あいぽっく（保健福祉センター）
　福島会館・やまのかみ会館・武蔵野会館
　公民館

☆10月末までは、市内の全郵便局（11か所）でも回収しています☆

使用済みのはがき等を拠点回収しています

リユース・リサイクルのための
催しを開催します 場所　環境コミュニケーションセンター（雨天実施）

対象　市内在住・在勤の方

☆子ども服と本の交換会☆
成長して不用になった子ども服・本をお持ちください。お持ちいただいたものと同数の交換チケット（子ども服・

本各10枚まで）をお渡ししますので、気に入ったものをお持ち帰りください。
まだ使えるものは、次に必要とする人に使ってもらう、リユースの輪を広げましょう。
日時　９月27日（金）・28日（土）の午前10時～午後３時
持ち込める品物　次に使う人が気持ちよく使えるものをお持ちください。

☆衣類　洗濯済みで目立つ汚れなどがなく、まだ着られる状態の150cm までの子ども服
　　　　（靴・カバンは除く）
☆本　　汚れや破損などがない、絵本や児童図書

※持ち込み数に制限はありませんが、交換チケットをお渡しするのは子ども服・本各10枚までです。
※�持ち込んだものは返却できません。交換されず残ったものは、次回の交換会に出品するかリサイクルし

ます。

☆子供用品（リサイクル品）の無料提供☆
粗大ごみとして収集した小型の家具などのうち、まだ使用

できる子ども用品を修理・清掃して無料提供します。
期日　９月28日（土）
時間　＊申し込み＝午後１時～２時
　　　　（1人1点/多数抽選）
　　　＊引き渡し＝午後２時から
　　　　（各自で持ち帰りを）
※�提供品はおおむね７日前から展示しています　　
（午前８時30分～午後10時）。

※�住所確認のできる書類（運転免許証など）をお持ち
ください。

この緑のボックスに投
入してください。
回収した物は、個人
情報を保護しつつ、ト
イレットペーパーなど
にリサイクルします。


